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は
じ
め
に

　

地
域
医
療
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
な
ど
将
来

を
見
据
え
て
地
域
の
医
療
提
供
体
制
の

再
編
を
考
え
る
場
合
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
に
現
在
提
供
さ
れ
て
い
る
医
療
サ
ー

ビ
ス
が
、
他
の
地
域
に
比
べ
て
多
い
の

か
少
な
い
の
か
判
断
が
、
議
論
の
ス
タ

ー
ト
地
点
に
な
る
。
も
し
サ
ー
ビ
ス
提

供
量
が
他
の
地
域
と
比
べ
て
非
常
に
多

い
場
合
、
将
来
に
む
け
て
提
供
量
を
絞

り
込
む
方
向
の
議
論
が
必
要
に
な
り
、

サ
ー
ビ
ス
提
供
量
が
他
の
地
域
と
比
べ

養
医
療
の
地
域
偏
在
の
状
況
を
〝
見
え

る
化
〞
す
る
こ
と
と
、
そ
の
地
図
を
作

製
し
た
手
法
を
紹
介
す
る
こ
と
で
あ
る
。

急
性
期
医
療
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
量

の
見
え
る
化

　

図
１
（
●
頁
）
は
、
日
本
を
１
㎞
×

１
㎞
の
約
38
万
個
の
メ
ッ
シ
ュ
（
地
域

区
画
）
に
分
割
し
、
一
つ
一
つ
の
メ
ッ

シ
ュ
に
住
ん
で
い
る
住
民
が
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
と
思
わ
れ
る
急
性
期
医
療

サ
ー
ビ
ス
量
を
、
色
で
表
現
す
る
こ
と

に
よ
り
作
成
し
た
地
図
で
あ
る
。
詳
し

て
著
し
く
少
な
い
場
合
は
、
医
療
の
提

供
量
を
増
や
す
方
向
の
議
論
が
必
要
に

な
る
。

　

サ
ー
ビ
ス
提
供
量
を
考
え
る
場
合
、

（
１
）
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
サ
ー
ビ
ス

提
供
の
総
量
を
評
価
す
る
視
点

（
２
）
一
人
一
人
の
住
民
に
提
供
さ
れ

る
サ
ー
ビ
ス
量
を
評
価
す
る
視
点

と
い
う
２
つ
の
視
点
が
あ
る
。
今
回
の

小
論
の
目
的
は
、
Ｇ
Ｉ
Ｓ
と
い
う
ソ
フ

ト
を
利
用
し
て
作
成
し
た
一
人
一
人
の

住
民
に
提
供
さ
れ
る
急
性
期
と
療
養
の

サ
ー
ビ
ス
量
を
占
め
す
地
図
を
示
す
こ

と
に
よ
り
、
日
本
の
急
性
期
と
長
期
療

い
作
成
方
法
は
巻
末
の
参
考
資
料
で
紹

介
す
る
が
、
こ
の
地
図
は
、
日
本
人
の

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
わ
れ
る
急

性
期
医
療
サ
ー
ビ
ス
提
供
量
の
平
均
値

を
１
・
０
に
な
る
よ
う
に
調
整
し
、
日

本
各
地
の
１
㎞
×
１
㎞
メ
ッ
シ
ュ
ご
と

の
住
民
が
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
急
性

期
医
療
サ
ー
ビ
ス
量
の
期
待
値
の
レ
ベ

ル
を
色
で
表
現
す
る
こ
と
に
よ
り
作
成

さ
れ
て
い
る
。
あ
る
メ
ッ
シ
ュ
の
期
待

値
が
平
均
値
（
１
・
０
）
の
０
・
８
倍

か
ら
１
・
２
倍
の
レ
ベ
ル
の
場
合
は
黄

緑
、
０
・
６
倍
か
ら
０
・
８
倍
の
場
合

は
黄
色
、
０
・
４
倍
か
ら
０
・
６
倍
の

場
合
は
薄
い
空
色
、
０
・
２
倍
か
ら

０
・
４
倍
の
場
合
濃
い
空
色
、
0
倍
か

ら
０
・
２
倍
の
場
合
は
灰
色
で
表
現
さ

れ
て
い
る
。
急
性
期
医
療
が
提
供
で
き

る
医
療
機
関
が
1
時
間
以
内
に
存
在
し

な
い
場
合
、
そ
の
メ
ッ
シ
ュ
の
住
人
の

期
待
値
を
0
と
し
、
青
色
で
表
現
し
て

い
る
。
白
色
の
地
域
は
、
人
が
住
ん
で

い
な
い
地
域
で
あ
る
。
一
方
、
あ
る
メ

ッ
シ
ュ
の
期
待
値
が
平
均
値
の
１
・
２

倍
か
ら
１
・
５
倍
の
レ
ベ
ル
の
場
合
は

薄
い
桃
色
、
１
・
５
倍
か
ら
２
・
０
倍

の
場
合
は
桃
色
、
２
倍
か
ら
3
倍
の
場

合
は
濃
い
桃
色
、
３
倍
か
ら
5
倍
の
場

合
赤
色
、
5
倍
を
超
え
る
場
合
は
こ
げ

茶
色
で
表
現
さ
れ
て
い
る
。

日
本
の
医
療
提
供
の

地
域
偏
在
の
見
え
る
化

●
国
際
医
療
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祉
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学
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学
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教
授
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や
兵
庫
県
・
京
都
府
北
部
に
、
青
色
や

灰
色
で
示
さ
れ
る
医
療
提
供
が
極
め
て

乏
し
い
地
域
が
広
く
広
が
っ
て
い
る
。

　

中
国
・
四
国
地
方
の
人
口
密
集
地
域

で
あ
る
岡
山
か
ら
下
関
と
徳
島
か
ら
松

山
ま
で
の
瀬
戸
内
沿
岸
地
域
と
米
子
か

ら
出
雲
に
か
け
て
の
地
域
は
、
関
西
と

同
様
に
、
ほ
と
ん
ど
が
黄
緑
色
（
０
・

８
〜
１
・
２
）
以
上
の
レ
ベ
ル
で
あ
り

急
性
期
医
療
の
充
実
し
た
地
域
で
あ
る
。

こ
の
地
域
の
最
大
の
特
徴
は
、
急
性
期

医
療
の
過
剰
を
予
想
さ
せ
る
濃
い
桃
色

以
上
（
２
・
０
以
上
）
の
地
域
が
多
い

こ
と
で
あ
る
。
中
国
地
域
で
は
、
鳥
取
、

米
子
、
松
江
、
岡
山
、
倉
敷
、
尾
道
な

ど
、
四
国
で
は
、
高
知
、
松
山
、
宇
和

島
な
ど
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
地
域
で
は
、

急
性
期
医
療
機
関
の
ダ
ウ
ン
サ
イ
ジ
ン

グ
や
統
廃
合
な
ど
の
議
論
も
地
域
医
療

ビ
ジ
ョ
ン
の
協
議
の
場
で
行
う
必
要
が

あ
る
だ
ろ
う
。
逆
に
、
山
間
部
に
広
範

な
青
色
や
灰
色
で
示
さ
れ
る
医
療
提
供

が
極
め
て
乏
し
い
地
域
が
広
く
広
が
っ

て
い
る
こ
と
に
も
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ

う
。

　

九
州
に
は
、
北
九
州
、
福
岡
、
久
留

米
、
熊
本
、
長
崎
、
大
分
、
鹿
児
島
な

ど
、
人
口
が
多
く
、
し
か
も
一
人
当
た

り
の
急
性
期
医
療
密
度
も
高
い
地
域
が

存
在
し
て
い
る
。
ま
た
水
俣
、
別
府
、

な
ど
に
、
青
色
や
灰
色
で
示
さ
れ
る
地

域
が
広
く
広
が
っ
て
い
る
こ
と
も
注
目

す
べ
き
で
あ
る
。

　

中
部
で
目
に
付
く
の
が
、
北
陸
の
地

方
の
急
性
期
医
療
の
充
実
で
あ
る
。
ま

た
山
間
部
に
青
色
の
地
域
（
急
性
期
医

療
に
辿
り
着
く
ま
で
1
時
間
以
上
を
要

す
る
）
が
、
広
く
広
が
っ
て
い
る
こ
と

で
あ
る
。
名
古
屋
と
豊
橋
の
間
の
三
河

地
域
は
、
人
口
が
多
い
が
医
療
機
関
が

少
な
い
地
域
で
あ
り
、
黄
色
（
０
・
６

〜
０
・
８
）
や
薄
い
水
色
（
０
・
４
〜

０
・
６
）
の
地
域
が
広
が
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
地
域
も
、
東
京
周
辺
部
に
匹

敵
す
る
今
後
日
本
で
最
も
急
速
に
後
期

高
齢
者
が
増
加
す
る
地
域
で
も
あ
る
。

こ
れ
ら
の
地
域
の
地
域
医
療
ビ
ジ
ョ
ン

の
作
成
に
お
い
て
も
、
後
期
高
齢
者
の

激
増
に
対
す
る
医
療
ニ
ー
ズ
の
増
加
に

対
し
て
何
ら
か
の
医
療
の
増
強
策
が
必

要
に
な
る
だ
ろ
う
。

　

関
西
地
域
の
京
都
か
ら
姫
路
の
間
の

人
口
密
集
地
域
は
、
関
東
と
異
な
り
、

ほ
と
ん
ど
が
黄
緑
色
（
０
・
８
〜
１
・

２
）
以
上
の
レ
ベ
ル
で
あ
る
。
特
に
、

京
都
や
大
阪
に
桃
色
（
１
・
５
〜
２
・

０
）
の
メ
ッ
シ
ュ
が
存
在
す
る
こ
と
は
、

こ
の
地
域
の
人
口
密
度
の
高
さ
を
考
え

る
と
、
急
性
期
医
療
機
関
の
過
剰
が
予

想
さ
れ
る
。
逆
に
紀
伊
半
島
の
山
間
部

地
域
別
に
見
た
一
人
当
た
り
急
性

期
医
療
密
度

　

北
海
道
で
濃
い
桃
色
、
赤
色
、
こ
げ

茶
色
で
示
さ
れ
る
急
性
期
医
療
サ
ー
ビ

ス
提
供
量
の
期
待
値
が
２
倍
を
超
え
る

地
域
は
、
函
館
、
室
蘭
、
小
樽
、
旭
川
、

帯
広
、
釧
路
、
網
走
な
ど
で
あ
り
、
今

後
進
行
す
る
人
口
の
減
少
を
考
え
る
と
、

こ
れ
ら
の
地
域
で
は
地
域
医
療
ビ
ジ
ョ

ン
策
定
を
検
討
す
る
「
協
議
の
場
」
で
、

医
療
提
供
機
関
間
の
調
整
が
必
要
に
な

る
だ
ろ
う
。
一
方
、
札
幌
は
多
く
の
医

療
機
関
が
集
ま
る
北
海
道
最
大
の
医
療

集
積
地
で
あ
る
が
、
人
口
も
多
い
た
め
、

札
幌
エ
リ
ア
は
黄
緑
色
（
０
・
８
〜

１
・
２
）
で
示
さ
れ
て
い
る
。
人
が
住

ん
で
い
な
い
白
色
の
エ
リ
ア
、
車
で
1

時
間
以
内
に
急
性
期
医
療
が
提
供
で
き

る
医
療
機
関
が
な
い
青
色
で
示
さ
れ
た

地
域
が
広
く
広
が
っ
て
い
る
こ
と
が
、

北
海
道
の
大
き
な
特
色
と
言
え
る
。

　

東
北
も
北
海
道
同
様
、
白
や
青
色
の

エ
リ
ア
が
広
く
広
が
っ
て
い
る
。
一
方
、

能
代
、
秋
田
か
ら
由
利
本
荘
に
か
け
て

の
地
域
、
横
手
、
盛
岡
、
山
形
、
会
津

若
松
、
郡
山
な
ど
、
濃
い
桃
色
〜
赤
色

〜
こ
げ
茶
色
で
示
さ
れ
た
2
倍
を
超
え

る
地
域
も
散
在
す
る
。

　

関
東
で
は
、
東
京
23
区
に
相
当
す
る

地
域
が
薄
い
桃
色
（
１
・
２
〜
１
・

５
）
で
あ
り
、
そ
の
周
辺
が
黄
緑
色

（
０
・
８
〜
１
・
２
）、
更
に
そ
の
外
に

黄
色
（
０
・
６
〜
０
・
８
）
や
薄
い
水

色
（
０
・
４
〜
０
・
６
）
の
地
域
が
広

が
っ
て
い
る
こ
と
に
注
目
す
べ
き
で
あ

ろ
う
。
医
療
が
集
積
し
て
い
る
が
人
口

の
多
い
札
幌
が
黄
緑
色
（
０
・
８
〜

１
・
２
）
の
レ
ベ
ル
で
あ
っ
た
こ
と
を

考
え
る
と
、
札
幌
よ
り
は
る
か
に
人
口

密
度
の
高
い
東
京
23
区
が
桃
色
で
あ
る

こ
と
は
、
東
京
中
心
部
の
急
性
期
医
療

集
積
が
極
め
て
高
い
こ
と
を
示
し
て
い

る
。
一
方
、
東
京
周
辺
の
神
奈
川
、
埼

玉
、
千
葉
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
言
わ
れ

る
地
域
は
、
医
療
提
供
体
制
の
極
め
て

脆
弱
な
地
域
と
し
て
近
年
注
目
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
が
、
そ
れ
ら

の
地
域
と
地
図
上
で
黄
色
や
薄
い
水
色

で
示
さ
れ
た
地
域
が
、
ほ
ぼ
一
致
し
て

い
る
。
こ
れ
ら
の
地
域
は
、
今
後
日
本

で
最
も
急
速
に
後
期
高
齢
者
が
増
加
す

る
地
域
で
も
あ
る
。
こ
れ
ら
の
地
域
の

地
域
医
療
ビ
ジ
ョ
ン
の
作
成
に
お
い
て
、

後
期
高
齢
者
の
激
増
に
対
す
る
医
療
ニ

ー
ズ
の
増
加
に
対
し
て
何
ら
か
の
医
療

の
増
強
策
が
必
要
に
な
る
だ
ろ
う
。
つ

く
ば
、
水
戸
、
鴨
川
な
ど
の
医
療
の
充

実
し
た
地
域
も
あ
る
が
、
関
東
圏
に
も
、

茨
城
県
北
部
や
南
東
部
、
千
葉
県
東
部
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図
１
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２
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日
南
な
ど
は
、
一
人
当
た
り
急
性
期
医

療
密
度
が
高
い
が
、
今
後
急
速
な
人
口

減
少
が
見
込
ま
れ
る
が
地
域
で
あ
り
、

地
域
医
療
ビ
ジ
ョ
ン
作
成
に
お
い
て
医

療
施
設
の
統
廃
合
な
ど
が
検
討
さ
れ
る

こ
と
が
望
ま
し
い
で
あ
ろ
う
。
九
州
は

医
療
が
充
実
し
た
地
域
と
言
わ
れ
て
い

る
が
、
山
間
部
を
中
心
に
か
な
り
広
範

な
青
色
で
示
さ
れ
る
医
療
提
供
が
極
め

て
乏
し
い
地
域
が
広
く
広
が
っ
て
い
る
。

地
域
別
に
見
た
一
人
当
た
り
長
期

療
養
医
療
密
度

　

図
２
（
●
頁
）
は
、
日
本
各
地
の
一

つ
一
つ
の
メ
ッ
シ
ュ
に
住
ん
で
い
る
住

民
が
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
わ
れ

る
医
療
療
養
病
床
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
量

を
、
色
で
表
現
す
る
こ
と
に
よ
り
作
成

し
た
地
図
で
あ
る
。
こ
の
地
図
も
、
日

本
人
の
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
わ

れ
る
医
療
療
養
病
床
の
サ
ー
ビ
ス
提
供

量
の
平
均
値
を
１
・
０
に
な
る
よ
う
に

調
整
し
、
日
本
各
地
の
１
㎞
×
１
㎞
メ

ッ
シ
ュ
ご
と
の
住
民
が
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
医
療
療
養
サ
ー
ビ
ス
量
の
期
待

値
の
レ
ベ
ル
を
色
で
表
現
す
る
こ
と
に

よ
り
作
成
し
て
い
る
。
各
メ
ッ
シ
ュ
の

色
の
意
味
合
い
は
、
急
性
期
の
場
合
と

同
様
で
あ
る
。

　

図
1
に
示
し
た
一
人
当
た
り
急
性
期

医
療
密
度
の
場
合
、
全
国
各
地
に
赤
系

統
で
示
さ
れ
る
医
療
密
度
の
高
い
地
域

が
全
国
に
散
在
し
て
い
た
。
一
方
療
養

病
床
の
場
合
、
北
海
道
と
北
陸
と
浜
松

を
除
け
ば
、
東
日
本
に
は
、
療
養
病
床

の
密
度
が
高
い
赤
系
統
で
示
さ
れ
る
地

域
は
ほ
と
ん
ど
存
在
し
な
い
。
一
方
西

日
本
に
は
、
赤
系
統
で
示
さ
れ
る
地
域

が
多
数
存
在
し
、「
西
高
東
低
」
の
傾

向
が
一
目
瞭
然
で
あ
る
。

　

北
海
道
で
は
、
北
渡
島
檜
山
地
域
、

室
蘭
か
ら
苫
小
牧
に
か
け
て
の
地
域
、

小
樽
か
ら
札
幌
に
か
け
て
、
北
空
知
、

旭
川
、
北
見
か
ら
網
走
に
か
け
て
全
国

平
均
を
上
回
る
地
域
が
存
在
す
る
が
、

療
養
病
床
が
非
常
に
少
な
い
地
域
や
全

く
存
在
し
な
い
地
域
も
広
い
。

　

東
北
に
は
赤
系
統
で
示
さ
れ
る
地
域

は
皆
無
で
あ
り
、
特
に
太
平
洋
側
の
地

域
の
療
養
病
床
の
少
な
さ
は
、
他
の
全

国
の
地
域
と
比
較
す
る
と
際
立
っ
て
い

る
。

　

関
東
で
は
、
一
人
当
た
り
急
性
期
医

療
密
度
の
比
較
的
高
い
23
区
内
や
横
浜

の
一
人
当
た
り
療
養
病
床
密
度
が
低
い

こ
と
に
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、

多
摩
や
神
奈
川
県
県
央
、
埼
玉
県
、
群

馬
県
の
高
崎
線
沿
線
、
栃
木
県
北
部
な

ど
に
黄
緑
色
の
地
域
が
広
が
り
、
東
京

の
収
容
し
き
れ
な
い
高
齢
者
の
多
く
が
、

こ
れ
ら
の
地
域
の
施
設
に
入
院
し
て
い

る
。

　

中
部
で
は
、
富
山
県
、
金
沢
、
福
井
、

熱
海
・
伊
東
、
浜
松
か
ら
豊
橋
に
か
け

て
療
養
病
床
密
度
の
高
い
地
域
が
存
在

す
る
が
、
薄
い
水
色
、
灰
色
、
青
色
で

示
さ
れ
る
療
養
病
床
が
ほ
と
ん
ど
存
在

し
な
い
地
域
が
広
範
に
広
が
る
。

　

関
西
で
は
、
急
性
期
の
場
合
と
同
様

に
、
京
都
か
ら
姫
路
に
か
け
て
の
人
口

密
集
地
帯
は
、
ほ
と
ん
ど
が
黄
緑
色

（
０
・
８
〜
１
・
２
）
以
上
の
レ
ベ
ル

で
あ
る
。
大
阪
は
薄
い
桃
色
（
１
・
２

〜
１
・
５
）
で
あ
り
、
療
養
病
床
も
関

東
と
比
べ
る
と
豊
富
で
あ
る
。
ま
た
紀

伊
半
島
の
山
間
部
や
兵
庫
県
・
京
都
府

北
部
に
、
急
性
期
と
同
様
に
、
青
色
や

灰
色
で
示
さ
れ
る
地
域
が
広
く
広
が
り
、

こ
れ
ら
の
地
域
で
は
療
養
病
床
も
不
足

し
て
い
る
。

　

中
国
四
国
地
方
で
は
、
全
国
平
均
の

５
倍
以
上
の
こ
げ
茶
色
の
メ
ッ
シ
ュ
も

散
見
す
る
高
知
周
辺
、
山
口
県
の
瀬
戸

内
沿
岸
、
徳
島
地
域
の
療
養
病
床
の
密

度
の
高
さ
が
目
に
つ
く
。
こ
れ
ら
の
地

域
は
、
地
域
医
療
ビ
ジ
ョ
ン
の
協
議
の

場
で
、
療
養
病
床
の
削
減
の
議
論
を
行

う
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
中
国
・
四
国

の
人
口
の
多
い
地
域
は
、
ほ
と
ん
ど
が

黄
緑
か
赤
系
統
の
色
で
あ
り
、
こ
の
地

域
に
は
、
十
分
す
ぎ
る
療
養
病
床
が
存

在
し
て
い
る
。

　

九
州
も
、
北
九
州
か
ら
福
岡
、
久
留

米
、
熊
本
、
鹿
児
島
、
薩
摩
半
島
と
、

佐
賀
、
佐
世
保
、
長
崎
と
い
う
人
口
の

多
い
エ
リ
ア
に
、
多
く
の
療
養
病
床
が

存
在
す
る
。
一
方
人
口
の
少
な
い
地
域

に
は
、
療
養
病
床
が
ほ
と
ん
ど
存
在
し

な
い
。

ま
と
め

 　

２
０
１
５
年
か
ら
始
ま
る
地
域
医
療

ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
に
向
け
て
、
各
地
域

で
の
人
口
構
造
、
医
療
の
集
積
度
に
関

す
る
情
報
が
必
要
で
あ
る
。
地
域
医
療

の
提
供
量
を
測
る
に
あ
た
っ
て
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
手
法
が
あ
り
、
本
稿
で
示
し

た
も
の
は
そ
の
一
つ
の
例
で
あ
る
。
急

性
期
医
療
の
多
寡
を
測
る
に
あ
た
り
、

各
医
療
機
関
の
急
性
期
医
療
提
供
量
と

そ
の
医
療
機
関
を
囲
む
地
域
の
居
住
地

か
ら
の
時
間
距
離
を
考
慮
し
た
点
で
、

従
来
に
は
な
い
手
法
で
あ
る
。
こ
れ
ら

の
結
果
が
、
地
域
の
医
療
計
画
の
方
向

性
を
定
め
る
た
め
の
資
料
と
な
る
こ
と

を
期
待
す
る
。


